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五
│
一　

考
察
の
手
法

　

初
号
│
六
号
ま
で
の
号
数
体
系
の
活
字
を
通
じ
て
、
お
も
に
は
秀
英
舎
の
明
朝
体
活
字
と
混
用
さ
れ
た
仮
名

書
体
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
完
成
し
て
い
っ
た
の
か
を
み
た
い
。

　

本
来
は
こ
の
ほ
か
に
も
ゴ
シ
ッ
ク
体
・
隷
書
体
・
行
書
体
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
も
付
属
の
、
あ
る
い
は

独
立
し
な
が
ら
各
種
の
漢
字
書
体
と
も
混
用
さ
れ
た
、
太
仮
名
シ
リ
ー
ズ
・
ア
ン
チ
ッ
ク
体
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の

仮
名
書
体
が
あ
っ
た
。
今
回
の
調
査
で
は
カ
タ
仮
名
全
般
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
書
体
に
調
査
が
及
ば
な
か
っ

た
こ
と
は
心
の
こ
り
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
こ
れ
を
機
会
と
し
て
、
各
種
の
活
字
見
本
帳
を
で
き
る
だ
け
丁

寧
に
紹
介
し
て
、
の
ち
の
調
査
・
研
究
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
。

　

本
章
で
用
い
た
資
料
は
以
下
に
あ
げ
る
活
字
見
本
帳
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
イ
ズ
に
該
当
す
る
摘
要
録
な
ど
の

全
キ
ャ
ラ
ク
タ
（
字
種
）
見
本
で
あ
る
。
ま
た
本
章
で
は
煩
瑣
を
避
け
て
、
秀
英
舎
鋳
造
部
（
製
文
堂
）
な
ど
の

秀
英
舎
の
活
字
鋳
造
・
販
売
部
門
を
も
秀
英
舎
と
し
、
平
野
活
版
所
・
東
京
築
地
活
版
製
造
所
な
ど
を
築
地
活

版
所
と
し
た
。
引
用
資
料
は
正
規
の
資
料
番
号
と
書
名
だ
け
を
掲
げ
、
そ
れ
以
外
の
発
行
月
日
、
発
行
者
の
法

人
格
・
住
所
、
寸
法
、
ペ
ー
ジ
数
な
ど
は
省
略
し
た
。

1
『
明
朝
初
号
活
字
見
本
帳
』　

昭
和
四
年　

秀
英
舎
銀
座
営
業
所

2
『
壹
号
明
朝
活
字
見
本
帳
』　

大
正
一
五
年　

秀
英
舎
販
売
課

4
『
明
朝
貳
号
活
字
摘
要
録
』　

明
治
四
五
年　

秀
英
舎
活
版
製
造
販
売
所
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5
『
明
朝
三
号
活
字
見
本
帳
』　

昭
和
四
年　

秀
英
舎
銀
座
営
業
所

6 　　　　　　　
仮
称
『
明
朝
四
号
活
字
見
本
帳
』　

推
定
昭
和
三
年　

発
行
者
の
記
載
が
み
ら
れ
な
い　

7
『
明
朝
五
号
活
字
摘
要
録
』　

大
正
二
年　

秀
英
舎
活
版
製
造
所

9
仮
称
『
明
朝
六
号
活
字
見
本
帳
』　

大
正
一
五
年　

秀
英
舎
販
売
課　

32
『
活
版
見
本
帖　

未
完
』　

推
定
明
治
二
九
年　

活
版
製
造
所
製
文
堂

34
『
活
版
見
本
帖　

T
ype Specim

ens

』　

明
治
三
六
年　

秀
英
舎
鋳
造
部
製
文
堂

35
『
活
版
見
本
帖　

T
ype Specim

ens

』　

大
正
三
年　

秀
英
舎
活
版
製
造
所

44
『B

ook of Specim
ens

』　

明
治
一
〇
年　

活
版
製
造
所　

平
野
富
二

45
『
新
製
見
本　

Specim
en of N

ew
 Types

』　

明
治
二
一
年　

東
京
築
地
活
版
製
造
所

46
『
活
版
見
本　

Specim
en B

ook of Types

』　

明
治
三
六
年　

東
京
築
地
活
版
製
造
所　
　
　
　

47
『
活
字
と
機
械
』　

大
正
三
年　

東
京
築
地
活
版
製
造
所

　

資
料
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
複
写
資
料
（
コ
ピ
ー
）
と
一
般
の
書
物
な
ど
の
印
刷
物
に
よ
る
こ
と
を
避
け

て
、
秀
英
舎
と
築
地
活
版
所
の
発
行
に
よ
る
各
種
の
活
字
見
本
帳
を
比
較
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
た
。

　

築
地
活
版
所
を
比
較
対
象
と
し
て
あ
げ
た
理
由
は
、
秀
英
舎
の
活
字
書
体
と
は
、
も
と
も
と
は
活
字
の
自
家

鋳
造
時
代
と
製
文
堂
の
創
立
時
に
、
築
地
活
版
所
か
ら
購
入
し
た
活
字
と
そ
の
活
字
母
型
か
ら
出
発
し
て
い
る
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